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モ
ノ
づ
く
り
王
国
・

愛
知
を
支
え
る

産
業
の
力

ハー
ド
の
強
さ
に
ソ
フ
ト
の
知
性
を

加
え
て
次
の
時
代
へ

愛
知
県
は
世
界
一
の
自
動
車
産
業
の
集
積
地
と
し
て
発

展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
自
動
車
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、「
１
０
０
年
に
一
度
の
大
変
革
期
」
と
さ
れ
、
電
動
化

や
自
動
運
転
と
い
っ
た
技
術
革
新
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

愛
知
の
自
動
車
産
業
が
日
本
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て

一
層
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
モ
ノ
づ
く

り
の
力
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
新
た
な
価

値
を
創
出
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
へと
変
革
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
自
動
車
産
業
の
み
な
ら

ず
、
多
様
な
企
業
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
様
々
な

角
度
か
ら
次
な
る
一
手
を
打
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
産
業
の
変
革
に
加
え
、
航
空
宇
宙
産
業
や

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
フ
ィ

ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
関
連
産
業
を
始
め
と
す
る
高
付
加

価
値
な
第
三
次
産
業
と
い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
づ
く
り
の

強
み
を
生
か
せ
る
分
野
や
、
今
後
、
大
幅
な
市
場
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
分
野
に
つ
い
て
も
一
層
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

愛
知
県
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
48
年
連
続
で
日
本
一
。

イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
に
挑
み
続
け
た
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
日

本
の
産
業
首
都
・
日
本
一
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
集
積
地
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
産
業
集
積
が
地
域
経
済
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。

古
く
は
、
窯
業
、
繊
維
産
業
に
始
ま
り
、
動
力
織
機
を

源
流
と
し
て
、
現
在
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
が

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
動
車
産
業
と
と
も
に
日

本
一
の
産
業
集
積
を
誇
り
、
航
空
機
や
ロ
ケ
ッ
ト
を
製
造
す

る
航
空
宇
宙
産
業
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
工
作
機
械
産
業
か
ら
伝
統

的
な
地
場
産
業
ま
で
、
多
様
な
モ
ノ
づ
く
り
が
地
域
経
済
を

支
え
て
い
ま
す
。

写真提供：JAXA

©SkyDrive

©Prodrone

写真提供：JR 東海

東洋紡績知多工場（旧知多紡績）（昭和 10 年代）
『東洋紡績知多工場写真報』　とこなめ陶の森所蔵

写真提供：
犬山市教育委員会

3 2



5 4

STATIO
N

 Ai

が
つ
な
ぐ 

「
モ
ノ
づ
く
り
」と「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」

STATION Ai は、地上７階建て、延床
面積約 23,600㎡ の規模を誇り、オフィ
ススペース、 テックラボ、イベントスペース、
宿泊施設、託児施設、 カフェ・レストラン、
そして愛知県にゆかりのある企業家等の
業績を紹介するあいち創業館等が備え
られているほか、ロボットフレンドリーな施
設設計、スタートアップのプロダクトを活
用した空間設計等によりイノベーション
創出に最適な環境を提供します。

こ
う
し
た
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
愛
知

県
は
、
世
界
有
数
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
集
積
と
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
を
掛
け

合
わ
せ
た
、
モ
ノ
づ
く
り
融
合
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目
指
すSTATIO

N
 Ai

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
的
な
拠
点
が
、
２
０

２
４
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日
本
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点
「STATIO

N
 Ai

」
で
す
。
国
内
外
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
事
業
会
社
、
大
学
等
約
１
１
０
０
社
が
集
積

す
るSTATIO

N
 Ai

で
は
、
月
平
均
１
０
０
件
を
超
え
る

イ
ベン
ト
開
催
等
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
材
が
交
流
す
る

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、STATIO

N
 Ai

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
起
業
家
の
創
出
・
育
成
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
資
金
調
達
や
、
海
外
展
開
を
始
め
と
し
た
成
長
支
援
、

事
業
会
社
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
支
援
な
ど
、
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
必
要
な
あ
ら
ゆ

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
愛
知
県
と
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
世
界
最
高
水
準
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
成

長
支
援
や
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
加
え
、
海
外

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
の
交
流
も
促
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
愛
知
県
は
、STATIO

N
 

Ai

を
中
核
に
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
国
際

的
な
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
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7 6

STATION Ai がつなぐ「モノづくり」と「スタートアップ」

日
本
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
事
業
会
社
等

と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

STATIO
N

 Ai

で
は
、
共
創
と
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

７
０
０
社
を
超
え
る
国
内
外
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
約
３
９
０
社
の
事
業
会
社
や
大
学

等
の
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
２
０
２
６
年
10
月

時
点
）
が
、
ワ
ン
ル
ー
フ
の
下
に
集
い
、
テ
ー

マ
毎
に
会
員
同
士
が
支
援
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ「
ギ
ル
ド
」
や
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
、
ピ
ッ
チ

や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベン
ト
を
始
め
と
し
た
様
々

な
活
動
に
よ
り
、
新
た
な
挑
戦
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
分
野
や
国
境
を
超
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ（
予
期
せ
ぬ
価
値
あ
る

出
会
い
）
に
よ
る
新
た
な
連
携
な
ど
が
日
々

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、STATIO

N
 Ai

を
中
核
と
す
る

愛
知
独
自
の
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

は
、
県
内
や
国
内
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
世

界
中
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
大
学
、
支
援
機

関
、
国
際
市
場
等
と
つ
な
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へと
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
々
共
創
が

生
ま
れ
る
場
所
へ

写真提供：トロン株式会社、STATION Ai 株式会社

7 6



9 8

２
０
２
４
年
９
月
に
、
愛
知
県
の
大
村
知
事
が
フ
ラ
ン
ス
に

渡
航
し
、STATIO

N
 F

と
の
連
携
を
始
め
と
し
た
愛
知
県

の
取
組
や
世
界
の
経
済
動
向
な
ど
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア

タ
リ
氏
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
ア
タ
リ

氏
が
、愛
知
県
の
推
進
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
（Aichi- 

Startup

戦
略
）
やSTATIO

N
 Ai

に
つ
い
て
大
変
高
い
関
心
を

示
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ア
タ
リ
氏
に
「
愛
知
県
イ
ノ

ベー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ア
タ
リ
氏
は
、
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動

と
し
て
、
２
０
２
５
年
３
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
大
村
知
事

と
４
回
の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
３
回
目
の
対
談
は
、

ア
タ
リ
氏
が
来
日
さ
れ
、STATIO

N
 Ai

に
お
い
て
、
多
く

の
聴
衆
を
前
に
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
６

年
１
月
のTechG

ALA Japan 2026

で
は
、
元
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
編
集
長
で
あ
る
マ
ー
カ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ク
リ
氏
を
モ
デ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
、ア
タ
リ
氏
に
よ
る
特
別
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
本
書
で
は
、ア
タ
リ
氏
と
大
村
知
事
と
の
4
回
に
わ
た
る

対
談
とTechG

ALA Japan 2026

に
お
け
る
ア
タ
リ
氏
の

特
別
講
演
の
全
内
容
の
掲
載
を
通
じ
て
、
世
界
や
日
本
、
そ

し
て
愛
知
の
未
来
に
向
け
た
ア
タ
リ
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
愛

知
県
の
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

世界が注目する愛知モデル 
大村知事 × ジャック・アタリ特別対談

　

世
界
に
お
け
る
最
先
端
の
モ
ノ
づ
く
り

イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
の
中
心
地
で
あ
り
、
地
球

と
の
共
生
を
目
指
し
て
先
進
的
な
取
組
に

邁
進
す
る
愛
知
。TechG

ALA Japan

は
、

革
新
的
な
技
術
を
生
か
し
た
持
続
可
能

な
未
来
を
築
く
た
め
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、

事
業
会
社
、投
資
家
等
、
世
界
中
か
ら
、

現
在
の
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
各
分
野
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
達
が
一
堂
に
会
し
、

世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
新
た
な
連

携
を
創
出
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ベン
ト
と
し

て
２
０
２
５
年
２
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。TechG

ALA Japan

は
、「
愛
知
か

ら
世
界
へと
接
続
す
る
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
展
示
、

商
談
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベン
ト
な

ど
、
彩
り
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
つ
な
が
る
出
会
い

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
世
界
と
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
が
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

地球の未来を拓く
テクノロジーの祭典

TechGALA Japan
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11 10

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
既
存
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
、
行
政
な
ど
、
１
０
０
０
社
を
超
え
る
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
集
い
、
日
々
共
創
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
海
外
連
携
の
強
化
な
ど
に
向
け
て
私
が
２
０
２
４
年
に
フ
ラ
ン

ス
に
渡
航
し
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
で
あ
り
現
代
を
代
表
す
る
知
の
巨
人
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る
ジ

ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏
に
お
会
い
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
タ
リ
氏
に
愛
知
県
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
私
自
身
も
ア
タ

リ
氏
の
唱
え
る
「
命
の
経
済
」
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
、
愛
知
県
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ア
タ
リ
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
特
別
補
佐
官
や
欧
州
復
興
開
発
銀
行
初
代
総
裁
を
歴
任

す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
、
国
家
や
企
業
に
対
し
て
未
来
社
会
の
あ
り
方
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
人
類
の
未
来
を
支
え
る
産
業
や
活
動
を
重
視
す
る
「
命
の
経
済
」
と
い
う
考
え
方
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
す
愛
知
県
の
方
向
性
と
深
く
共
鳴
す
る
も
の
で
す
。

本
冊
子
に
収
録
し
た
４
回
の
対
談
とTechGA

LA
 Japan

で
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
施

策
の
方
向
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
地
球
規
模
の
課
題
や
愛
知
県
の
課
題
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
よ

る
愛
知
県
の
将
来
像
、
当
地
域
の
持
続
可
能
な
成
長
、
激
動
の
時
代
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ア
タ
リ
氏
は
一
貫
し
て
、「『
命
の
経
済
』、
す
な
わ
ち
医
療
、
教
育
、
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
良
質
な
食
料
、
再
生
型
農
業
、
デ
ジ
タ
ル
研
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
や
民
主
主
義
と
い
っ

愛
知
県
は
、
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り
王
国
」
と
し
て
、
自
動
車
、

航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
世
界
有
数
の
産
業
集
積
を
形
成
し
、

我
が
国
の
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
私
た
ち
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
気
候
変
動
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
始
め
と
し
た
国
内
や
世
界
規
模

で
顕
在
化
す
る
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
中
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

が
飛
躍
的
な
進
化
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
今
、
ま
さ
に
、
社
会
や
経
済
の
在
り
方

そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
る
「
歴
史
的
な
転
換
期
」
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
の
成
功
体
験
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
原
動
力
と

な
る
の
が
、
多
様
な
人
材
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
多
様
な
挑
戦
が
で
き
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

愛
知
県
は
２
０
１
８
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
「A

ichi-Startup

戦
略
」
を
策
定
し
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
愛
知
県
が

目
指
し
て
い
る
の
は
、
国
内
外
の
様
々
な
関
係
者
が
集
い
、
知
識
や
技
術
を
結
び
付

け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
核
施
設
と
し
て
、
２
０
２
４
年
10
月
に
は
日
本
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
拠
点
「STAT

IO
N
 A
i

」
を
開
業
し
ま
し
た
。STAT

IO
N
 A
i

に
は
、
国
内
外

愛知県知事

大村秀章

Hideaki
� Ohmura

� 写真提供：中日新聞社
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私
は
、
社
会
や
経
済
の
構
造
が
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
未
来
を
自
ら
創
り
出
し
て

い
く
際
、
ア
タ
リ
氏
か
ら
提
言
の
あ
っ
た
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
や
「
命
の
経
済
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
未
来

が
豊
か
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
未
来
の
た
め
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
既
存
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
、
行
政
、
そ
し
て

県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
挑
戦
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
と
経
済
的
な
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の

両
立
こ
そ
が
次
の
時
代
の
豊
か
さ
を
生
み
出
す
源
泉
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
冊
子
に
は
、
ア
タ
リ
氏
と
の
対
話
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
多
く
の
示
唆
と
、
愛
知
県
が
目
指
す
未
来
へ
の
方
向

性
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
議
論
が
、
こ
の
書
籍
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
と
り
わ
け
若
い
世

代
の
皆
様
に
と
っ
て
、
新
た
な
挑
戦
へ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
う
し
た
挑
戦
を
強
力
に
後
押
し
し
な
が
ら
、
愛
知
県
は
こ
れ
か
ら
も
、
多
様
な
人
々
が
つ
な
が
り
、
世
界
と

共
創
し
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
地
域
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
よ
る
変
革
の
加
速
」
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
未
来
を

切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

た
分
野
」
の
経
済
活
動
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

技
術
革
新
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
何
の
た
め
に
技
術
を
使
う
の
か
」
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と

や
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
地
域
に
役
立
ち
、
同
時
に
世
界
に
も
役
立
つ
存
在
」
で
あ
る
べ
き
、「
企
業
の
在
り
方
は

効
率
中
心
か
ら
目
的
志
向
の
時
代
へ
と
移
行
し
て
お
り
、『
命
の
経
済
』
へ
向
か
っ
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
今
後
生

き
残
り
の
重
要
な
指
標
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
考
え
方
は
愛
知
県
、
ひ
い
て
は
日
本
、
そ
し
て
世
界
の
未
来
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
に
は
、
世
界
を
代
表
す
る
製
造
業
と
高
度
な
技
術
力
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
自
動
車
産
業
の
電
動

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
加
え
、
航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
デ
ジ
タ
ル
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
先
端
素
材
・
技
術
な

ど
新
た
な
成
長
分
野
へ
の
挑
戦
も
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
技
術
だ
け
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

異
な
る
文
化
や
価
値
観
が
出
会
い
、
多
様
な
人
材
が
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
こ

と
。
そ
し
て
挑
戦
を
称
賛
し
、
失
敗
を
許
容
し
、
再
挑
戦
を
後
押
し
す
る
社
会
を
築
く
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
環
境

が
あ
っ
て
初
め
て
、
真
の
持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
愛
知
県
は
、
国
内
外
か
ら
多
様
な
人
材
を
呼
び
込
み
、
女
性
や
外
国
人
、
若
者
、
高
齢
者
を
含
む

誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各
国
の
大
学
や
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
危
機
が
重
な
る
中
で
も
嘆
い
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
衰
退
が
避
け
ら
れ
な
い
と
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
、
先
人
に
は
な
か
っ
た
豊
富
な
知
識
、
資
本
、
技
術
、
能
力
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
問
題
の
解
決
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
よ
り
良
い
世
界
を
築
く

手
段
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
段
を
使
う
道
を
、
私
た
ち
が
選
ぶ
か
ど
う
か
な
の
で
す
。

私
は
長
年
、
よ
り
良
い
世
界
の
実
現
に
資
す
る
経
済
を
「
命
の
経
済
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
命
を

守
り
、
生
活
の
質
を
高
め
、
よ
り
長
く
生
き
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
、
教
育
、

食
料
、
安
全
な
水
、
住
居
、
移
動
、
安
全
、
文
化
、
生
物
多
様
性
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
研
究
、
高
齢
者
介

護
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
よ
り
効
率
的
で
利
用
し
や
す
い
も
の
に
す
る
あ
ら
ゆ
る
技
術
で
す
。

今
後
数
十
年
の
経
済
を
め
ぐ
る
大
き
な
課
題
は
、
こ
の
「
命
の
経
済
」
を
「
死
の
経
済
」
よ
り
も
収
益
性
が
高
く
、

魅
力
的
で
、
革
新
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
で
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
「
死
の
経
済
」

の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
命
の
経
済
」
へ
の
転
換
に
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
具
体
的
な
解
決
策
へ
と
つ

な
げ
、
広
く
社
会
に
届
け
る
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
産
業
の
力
が
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
た
だ
の
発
明
で

す
。
産
業
の
力
が
あ
っ
て
初
め
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
社
会
を
変
革
で
き
る
の
で
す
。

世
界
は
今
、
極
め
て
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
加
速
す

る
気
候
変
動
。
拡
大
す
る
戦
火
。
深
刻
化
す
る
格
差
。
民
主
主
義
へ
の
圧

力
は
強
ま
り
、
Ａ
Ｉ
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
経
済
の
あ
り
方
を
変
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
同
時
に
多
く
の
先
進
国
で
高
齢
化
が
進
み
、
従
来
の
社
会
モ
デ
ル
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
類
は
、
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
に
何
度

も
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
問
題
が
同

時
進
行
す
る
事
態
は
、
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
も
類
例
を
見
な
い
も
の
で
す
。

1943年11月1日	 旧仏領アルジェリア出身
1970年	 フランス国立行政学院（ENA）卒業
1981年–1991年	 ミッテラン仏大統領特別補佐官
1991年–1993年	 欧州復興開発銀行初代総裁
2008年–2010年	 サルコジ政権下にて、フランス経済成

長解放に関する超党派の政府委員
会「アタリ委員会」を組織

1994年、大手企業のCEOや国際的な行政機関に向け
の一大コンサルティング Attali & Associatesを設立。
国際規模の都市開発プロジェクトの発足に関わり、「命
の経済」という概念を推進。自然環境・食料・社会問
題・技術・都市計画・経済・金融・地政学・価値観と
いった未来における様々な側面を主な研究と執筆の分
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も
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
決
し
て
そ
れ
自
体
が
良
い
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
は

医
療
の
進
歩
に
貢
献
す
る
一
方
、
監
視
体
制
の
強
化
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
は
人
間

を
単
純
労
働
か
ら
解
放
し
ま
す
が
、
富
の
集
中
を
助
長
す
る
手
段
に
も
な
り
得
ま
す
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

病
気
の
治
療
に
役
立
つ
反
面
、
新
た
な
脅
威
を
生
み
出
す
危
険
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
真
の

価
値
は
、
そ
れ
が
何
の
た
め
に
使
わ
れ
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
す
。

日
本
が
次
な
る
産
業
変
革
の
中
心
に
「
命
の
経
済
」
を
位
置
付
け
る
べ
き
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
分
野
に
こ
そ
愛
知
県
な
ら
で
は
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

愛
知
県
ほ
ど
の
産
業
力
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
文
化
、
実
行
力
を
兼
ね
備
え
た
地
域
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
ヨ
タ
と
そ
の
系
列
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
愛
知
県
を
世
界
有
数
の
製
造
拠
点
へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
強
み
を
、
こ
の
先
も
維
持
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
地
域
を
支
え
て
き
た
産
業
を

守
る
こ
と
に
、
今
後
数
十
年
を
費
や
す
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
産
業
が
蓄
積
し
て
き
た

技
能
や
資
本
、
知
識
を
生
か
し
て
、
次
の
時
代
を
切
り
拓
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

愛
知
県
は
、
後
者
の
道
を
選
ぶ
上
で
、
他
に
な
い
ほ
ど
恵
ま
れ
た
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ
し
てSTAT

IO
N
 

A
i

の
立
ち
上
げ
に
よ
っ
て
、
そ
の
歩
み
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。STAT

IO
N
 A
i

の
価
値
は
支
援
す
る
ス

こ
れ
こ
そ
正
に
日
本
が
圧
倒
的
な
強
み
を
持
つ
分
野
で
す
。
も
の
づ
く
り
の
文
化
、
世
界
的
企
業
、
優
れ
た
科

学
力
、
高
度
な
イ
ン
フ
ラ
、
技
術
の
進
歩
を
信
頼
性
の
高
い
製
品
へ
と
結
び
つ
け
る
並
外
れ
た
力
。
こ
う
し
た
強

み
を
併
せ
持
つ
国
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
、
財
政
逼
迫
、
労
働
力
不

足
、
過
疎
化
な
ど
、
こ
の
先
ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
を
待
ち
受
け
る
諸
問
題
が
日
本
で
い
ち
早
く
顕
在
化
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
強
み
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
日
本
が
今
日
生
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
解
決
策
を
、
他
の
国
々
も
明
日
に
は
生
み
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

日
本
は
、
自
国
の
枠
を
越
え
て
重
要
と
な
る
解
決
策
を
形
に
す
る
、
先
駆
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

働
き
手
が
減
る
中
で
、
社
会
が
繁
栄
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
人
口
減
少
の
影
響
を
生
産
性
の

向
上
で
ど
う
補
う
の
か
。
高
齢
者
が
よ
り
長
く
自
立
し
て
暮
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
若
者
に
、
新
し
い

も
の
を
生
み
出
す
た
め
の
手
段
と
意
欲
を
ど
う
与
え
る
の
か
。

そ
の
答
え
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
そ
の
数
を
増
や
せ
ば
良
い
わ
け
で
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こ
れ
ら
は
決
し
て
小
さ
な
市
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
世
紀
最
大
規
模
の
市
場
に
な
る
で
し

ょ
う
。

高
齢
化
は
、
医
療
、
介
護
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
分
野
で
膨
大
な
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
し
ま
す
。
気

候
変
動
に
対
応
す
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
、
適
応
策
へ
の
巨
額
投
資
が
必
要
で
す
。
産
業
活
動
で
は
す

べ
て
の
工
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
の
節
約
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
命
を
支
え
る
営
み
は
、
富
を
生
み
出
す

最
大
の
源
泉
の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
市
場
の
力
だ
け
で
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
成
功
す
る
企
業
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
企
業
が
育
つ
土
壌

を
つ
く
る
こ
と
。
大
学
と
企
業
を
つ
な
ぐ
こ
と
。
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
。
海
外
の
起
業
家
を
受
け
入
れ
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
海
外
市
場
へ
の
進
出
を
支
援
す
る
こ
と
。
大
企
業
と
中
小
企
業
の
協

働
を
促
す
こ
と
。
そ
し
て
、
教
育
と
研
究
に
投
資
す
る
こ
と
で
す
。

政
府
の
役
割
は
行
政
を
担
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
も
の
に
備
え
る
こ
と
も
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の
地
域
も
、
未
来
へ
の
備
え
を
単
独
で
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
数
だ
け
で
測
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
真
価
はSTAT

IO
N
 A
i 

が
生
み
出
す
出
会
い

に
あ
り
ま
す
。
起
業
家
と
大
企
業
、
技
術
者
と
出
資
者
、
大
学
と
産
業
界
、
日
本
と
海
外
の
人
材
と
の
出
会
い
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
う
し
た
人
や
組
織
の
結
び
つ
き
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
接
点
を
持
た
な
い
大
企
業
は
や
が
て
自
己
変
革
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。
産
業
界
と
接

点
の
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
な
か
な
か
成
長
で
き
ま
せ
ん
。
研
究
者
も
、
資
金
を
調
達
で
き
な
け
れ
ば
、
発
明

を
製
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

目
指
す
べ
き
は
、
東
京
や
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
深
圳
の
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
愛
知
県
が
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
伝
統
―
―
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
規
律
と
卓
越
性

―
―
と
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
特
有
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
大
胆
さ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
融
合
し
た
独
自
の
強
み
を
さ

ら
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
融
合
か
ら
、
愛
知
県
な
ら
で
は
の
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
産
業
に
根
ざ
し
、「
命
の
経
済
」
を
志
向
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

分
野
は
、
高
齢
化
社
会
を
支
援
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
ク
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
低
炭
素
製
造
技
術
、
ヘ
ル
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
持
続
可
能
な
食
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
イ
ン
フ
ラ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
先
端
材
料
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
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愛
知
県
が
成
功
を
収
め
れ
ば
、
優
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「A

ichi for Life

（
命
輝
く
愛
知
）」
と
い
う
構
想
に
「
産
業
力
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
命
を
支
え
る
地
域
」
と
い
う
具
体
的
な
意
味
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
愛
知
県
の

取
組
は
地
域
を
越
え
て
広
く
反
響
を
呼
び
、
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
で
同
じ
よ
う
な
変
化
に
直
面
す
る

地
域
が
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
衰
退
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
命
を

尊
ぶ
豊
か
な
未
来
は
今
も
な
お
実
現
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
未
来
こ
そ
、
今
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
未
来
は
実
現
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
未
来
を
手
に
す
る
の
は
、
誰
よ
り
も
早
く
そ
の
実
現
に

向
け
て
歩
み
を
進
め
る
人
々
な
の
で
す
。

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
産
業
拠
点
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
愛
知
県
は
、
そ
の
誇
り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
世
界
に
開
か
れ

た
地
域
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
起
業
家
、
研
究
者
、
投
資
家
を
呼
び
込
む
こ
と
。
愛
知
の
若
者
を
、
世
界
で

最
も
活
力
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へ
送
り
出
し
、
や
が
て
地
域
に
戻
る
よ
う
促
す
こ
と
。
そ
し

て
、
他
の
地
域
や
大
学
、
企
業
と
の
連
携
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
終
的
に
最
も
成
功
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
普
遍
的
な
ニ
ー
ズ
に
、
地
域
に
根
差
し
た
答
え
を
示
せ
る

も
の
で
し
ょ
う
。
食
べ
る
こ
と
、
病
気
を
治
す
こ
と
、
移
動
す
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
、
守
る
こ
と
、
尊
厳
を
保
ち

な
が
ら
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
、
人
が
暮
ら
せ
る
環
境
に
住
む
こ
と
、
そ
し
て
自
由
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
も
の
で
す
。

愛
知
県
は
、
そ
う
し
た
答
え
を
生
み
出
す
場
所
の
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

行
政
機
関
も
将
来
を
見
据
え
て
リ
ス
ク
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
大
企
業
は
、
起
業
家
や
研
究
者
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
広
く
門
戸
を
開
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
地
域
の
投
資
家
は
、
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る

ま
で
に
何
年
も
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
に
も
、
資
金
を
投
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
大
学
は
、

学
生
に
、
就
職
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
自
ら
新
た
な
も
の
を
生
み
出
す
よ
う
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
自
分
た
ち
が
目
指
す
の
は
単
に
大
企
業
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
に
役
立
つ

企
業
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
英
語
原
文
は
、巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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